
岩倉市総合管理計画（改定版）新旧対照表
※主な改定内容を記載しています。
※改定箇所を下線で示しています。

頁 改定後 改定前 改定理由

全体
平成31年以降の元号を「令和」に修正し、本文中は西

暦と併記する。

はじめに はじめに
1.計画策定の趣旨 1.計画策定の趣旨

2

（略）
こうしたなか、本市では、平成29年（2017年）1月に公共施設等の

全体の現状や課題を把握し、公共施設等の総合的かつ計画的な
管理に関する基本方針を定めることを目的として、「岩倉市公共施
設等総合管理計画」を策定し、中長期的な視点で、公共施設マネ
ジメントに取り組んできました。

この度、総務省の「公共施設等総合管理計画の策定にあたって
の指針」の改定や本市を取り巻く状況の変化を踏まえて、本計画
の改定を行いました。

（略）
そこで、岩倉市では、公共施設等の全体の現状や課題を把握し、

公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本方針を定め
ることを目的として、「岩倉市公共施設等総合管理計画」を策定しま
した。

改定前計画策定以降の状
況変化を踏まえた記載内容
の修正

2.計画の位置付け 2.計画の位置付け

2

公共施設等総合管理計画は、平成25年（2013年）11月29日に国
のインフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議で決定さ
れた「インフラ長寿命化基本計画」において、市町村版の「インフラ
長寿命化計画(行動計画)」に該当するもので、平成30年（2018年）2
月27日に総務省が改定した「公共施設等総合管理計画の策定に
あたっての指針」に基づいて改定するものです。
（略）

公共施設等総合管理計画は、平成25年11月29日に国のインフラ
老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議で決定された「イン
フラ長寿命化基本計画」において、市町村版の「インフラ長寿命化
計画(行動計画)」に該当するもので、平成26年4月22日に総務省が
策定した「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」に
基づいて策定するものです。
（略）

改定前計画策定以降の状
況変化を踏まえた記載内容
の修正

図.計画の位置付け 図.計画の位置付け

2 個別施設計画の策定を踏
まえた図に修正

 

岩倉市橋梁 

長寿命化修繕計画 

インフラ資産 

【個別施設計画】 

（総務省） 

（国土交通省） 

公共建築物 

【行動計画】 

（文部科学省） 

岩倉市公共施設 
再配置計画 

岩倉市公共施設 
長寿命化計画 

岩倉市公園施設 

長寿命化計画 

岩倉市学校施設 
長寿命化計画 

岩倉市公立保育園 
適正配置方針 

※（ ）…手引きや指針に基づく計画書の策
定を要請している関係省庁 

・公共施設等の管理に関する基本的な考え方 

・数値目標（2056年度までに公共建築物の延

床面積を約 13%（約 1.3万㎡）縮減） 

岩倉市公共施設等総合管理計画 

（国土交通省） 

反映 

反映 

公共施設全体の規模、配

置等の再配置に係る計画 

(譲渡、複合化など) 

公共施設全体の修繕・更

新等の長寿命化に係る計

画 

（実施時期、費用など） 

・学校施設の目指すべき姿 

・学校施設の長寿命化、規

模、配置計画等の方針 

・改修等の整備水準 

・5ヵ年の実施計画 など 

公立保育園の規模、配置計

画等の方針 

 

【地方】 （行動計画） 

（個別施設計画） 

各省庁が策定 公共施設等総合管理計画 

インフラ長寿命化基本計画 

（基本計画）【国】 

河川 学校 道路 

（行動計画） 【国】 

河川 学校 道路 

（個別施設計画） 



頁 改定後 改定前 改定理由
第1章　公共施設等の現況及び将来の見通し 第1章　公共施設等の現況及び将来の見通し
1.公共施設等の現況 1.公共施設等の現況
1-1公共建築物 1-1公共建築物
（1）公共建築物の保有量 （1）公共建築物の保有量

6

計画の対象とする公共建築物（延床面積が30㎡以上の建物、自
転車置き場や倉庫などの簡易な建物などを除く）の総数は、令和4
年（2022年）3月31日現在、77施設、124棟であり、延床面積は
102,289㎡となっています。

計画の対象とする公共建築物（延床面積が30㎡以上の建物、自
転車置き場や倉庫などの簡易な建物などを除く）の総数は、平成28
年4月1日現在、76施設、123棟であり、延床面積は101,273㎡となっ
ています。

時点修正

表.公共建築物の保有量 表.公共建築物の保有量

6

※令和4年（2022年）年3月31日現在
※注1：市立体育館は、令和4年度に取壊し予定のため、含めない
※注2：岩倉北小学校放課後児童クラブ施設は、岩倉北小学校屋
内運動場等複合施設内にあるため、棟数に含めない

※平成28年4月1日現在
※平成28年度に建設の学校給食センターを含む
※注1：平成28年度建設の新学校給食センターを指す

時点修正

施設分類 用途 
施設数 

（か所） 

棟数 

（棟） 

延床面積 

（㎡） 

構成比率 

（％） 

市民文化系施設 

集会施設 6 6 1,432 1.4 

学習等共同利用施設 8 8 1,875 1.8 

文化施設 1 1 1,088 1.1 

社会教育系施設 
図書館 1 1 2,521 2.5 

その他社会教育系施設 2 2 3,000 2.9 

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 スポーツ施設※注 1 3 4 8,151 8.0 

学校教育系施設 
学校 7 45 48,031  47.0 

その他学校教育系施設 1 1 2,387 2.3 

子育て支援施設 
保育園 7 12 5,621 5.5 

幼児・児童施設※注 2 11 10 4,778 4.7 

保健・福祉施設 
高齢福祉施設 3 3 3,043 3.0 

保健施設 1 1 1,274 1.2 

医療施設 医療施設 1 1 248 0.2 

行政系施設 

庁舎等 2 2 10,455 10.2 

消防施設 6 7 2,651 2.6 

その他行政系施設 1 1 518 0.5 

公営住宅 公営住宅 1 3 2,519 2.5 

公園・広場等(建築物) 公園・広場等(建築物) 4 4 353 0.3 

その他 その他 6 6 1,082 1.1 

上水道施設(建築物) 上水道施設(建築物) 5 6 1,262 1.2 

合 計  77 124 102,289 100.0 

 

施設分類 用途 
施設数 

（か所） 

棟数 

（棟） 

延床面積 

（㎡） 

構成比率 

（％） 

市民文化系施設 
集会施設 14 14 3,307 3.3 

文化施設 1 1 1,088 1.1 

社会教育系施設 
図書館 1 1 2,521 2.5 

その他社会教育系施設 2 2 3,000 3.0 

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 スポーツ施設 4 5 9,213 9.1 

学校教育系施設 
学校 7 44 46,904 46.3 

その他学校教育系施設※注 1 1 1 2,367 2.3 

子育て支援施設 
保育園 7 12 5,621 5.6 

幼児・児童施設 9 9 3,974 3.9 

保健・福祉施設 
高齢福祉施設 3 3 3,043 3.0 

保健施設 1 1 1,274 1.3 

医療施設 医療施設 1 1 248 0.2 

行政系施設 

庁舎等 2 2 10,455 10.3 

消防施設 6 7 2,651 2.6 

その他行政系施設 1 1 518 0.5 

公営住宅 公営住宅 1 3 2,519 2.5 

公園・広場等(建築物) 公園・広場等(建築物) 3 3 184 0.2 

その他 その他 7 7 1,124 1.1 

上水道施設(建築物) 上水道施設(建築物) 5 6 1,262 1.2 

合 計  76 123 101,273 100.0 

 



頁 改定後 改定前 改定理由
表.公共建築物一覧表 表.公共建築物一覧表

7

＜公共建築物の対象施設一覧表（1/2）＞ ＜公共建築物の対象施設一覧表（1/2）＞

　 時点修正

施設
分類

用途 施設名称 現在地 小学校区 建築年度
経過
年数

棟数
延床面積
(㎡)

構造

市民文化系施設

集会施設

1 大市場町公会堂 大市場町郷廻１８４番地３ 曽野 昭和55 36 1 308 鉄筋コンクリート造

2 曽野町公会堂 曽野町宮前１番地 曽野 昭和57 34 1 310 鉄筋コンクリート造

3 東新町公会堂 東新町釜之口１番地１ 岩倉東 昭和61 30 1 447 鉄筋コンクリート造

4 北島町多目的センター 北島町宮東１２９８番地 岩倉南 平成7 21 1 196 鉄骨造

5 野寄町公会堂 野寄町屋敷９２２番地 岩倉南 平成8 20 1 81 鉄筋コンクリート造

6 川井町文化会館 川井町井上１２９４番地３ 岩倉南 平成9 19 1 90 鉄骨造

7 八剱会館 八剱町郷８１番地１ 五条川 昭和58 33 1 330 鉄筋コンクリート造

8 東町会館 東町東市場屋敷３５１番地１ 岩倉北 昭和59 32 1 329 鉄筋コンクリート造

9 大上市場会館 宮前町一丁目２番地 岩倉北 昭和60 31 1 329 鉄筋コンクリート造

10 神野会館 神野町平久田４１番地 五条川 昭和60 31 1 138 鉄筋コンクリート造

11 泉会館 泉町西新溝廻間１番地７ 岩倉北 昭和60 31 1 140 鉄筋コンクリート造

12 中野会館 東町馬出５８番地２ 岩倉北 昭和60 31 1 140 鉄筋コンクリート造

13 石仏会館 石仏町中屋敷５９７番地１ 五条川 昭和61 30 1 330 鉄筋コンクリート造

14 井上会館 井上町東畑田１５６番地１ 五条川 昭和61 30 1 139 鉄筋コンクリート造

文化施設

15 岩倉市民プラザ 昭和町二丁目１７番地 岩倉南 昭和50 41 1 1,088 鉄筋コンクリート造

社会教育系施設

図書館

16 岩倉市図書館 昭和町二丁目１７番地 岩倉南 昭和57 34 1 2,521 鉄筋コンクリート造

その他社会教育系施設

17 青少年宿泊研修施設希望の家 川井町江崎３８１９番地１ 岩倉南 昭和61 30 1 978 鉄筋コンクリート造

18 生涯学習センター 本町神明西２０番地 岩倉北 平成21 7 1 2,022 鉄筋コンクリート造

スポーツ・レクリエーション系施設

スポーツ施設

19 総合体育文化センター 鈴井町下新田１２３番地 岩倉北 平成1 27 1 7,967 鉄筋コンクリート造

20 石仏スポーツ広場 石仏町五山寺１番地 岩倉北 昭和63 28 2 103 鉄筋コンクリート造

21 野寄テニスコート 野寄町火吹６番地 岩倉南 平成7 21 1 81 鉄骨造

22 市立体育館 本町南新溝廻間１番地 岩倉北 昭和39 52 1 1,062 鉄筋コンクリート造

学校教育系施設

学校

23 岩倉北小学校 本町南新溝廻間２番地 岩倉北 昭和42 49 5 5,686 鉄筋コンクリート造

24 岩倉南小学校 大地町小森９３番地１ 岩倉南 昭和40 51 6 6,742 鉄筋コンクリート造

25 岩倉東小学校 東町掛目１番地 岩倉東 昭和40 51 7 6,004 鉄筋コンクリート造

26 五条川小学校 神野町郷浦１８番地 五条川 昭和50 41 5 4,568 鉄筋コンクリート造

27 曽野小学校 曽野町井森１番地 曽野 昭和56 35 5 6,209 鉄筋コンクリート造

28 岩倉中学校 西市町竹之宮２４番地 岩倉北 昭和48 33 8 9,277 鉄筋コンクリート造

29 南部中学校 曽野町江毛１番地 曽野 昭和51 40 8 8,418 鉄筋コンクリート造

その他学校教育系施設

30 学校給食センター 大地町下塚田２番地１ 岩倉南 平成28 - 1 2,367 鉄骨造

子育て支援施設

保育園

31 中部保育園 本町畑中６５番地 岩倉北 昭和45 46 1 1,037 鉄筋コンクリート造

32 北部保育園 石仏町稲葉１４４番地２４ 五条川 昭和41 50 3 739 木造

33 南部保育園 大地町小森５番地 岩倉南 平成9 19 1 838 鉄筋コンクリート造

34 東部保育園 大市場町順喜１１番地 曽野 昭和43 48 3 1,135 鉄骨造

35 西部保育園 西市町二本木１９番地８ 岩倉北 昭和44 47 2 534 鉄骨造

36 仙奈保育園 東町仙奈１５８番地 岩倉東 昭和49 42 1 652 鉄骨造

37 下寺保育園 下本町下寺廻１０７番地１ 曽野 昭和52 39 1 686 鉄筋コンクリート造

幼児・児童施設

38 第二児童館 宮前町二丁目６９番地 岩倉北 昭和43 48 1 187 鉄骨造

39 第三児童館 下本町下市場２７番地 曽野 平成15 13 1 674 鉄筋コンクリート造

40 第四児童館 稲荷町羽根２４番地３ 曽野 平成9 19 1 380 鉄筋コンクリート造

41 地域交流センター（ポプラの家） 東新町南江向２４番地５ 岩倉東 平成8 20 1 561 鉄筋コンクリート造

42 第六児童館 石仏町往還東南３３番地 五条川 昭和48 43 1 210 鉄筋コンクリート造

43 第七児童館 曽野町花ノ木５７番地 曽野 昭和49 42 1 210 鉄筋コンクリート造

44 地域交流センター（みどりの家） 中央町二丁目２０番地 岩倉南 平成7 21 1 717 鉄筋コンクリート造

45 地域交流センター（くすのきの家） 中本町西出口１５番地１ 岩倉北 平成13 15 1 908 鉄筋コンクリート造

46 こども発達支援施設あゆみの家 東町仙奈１５８番地 岩倉東 昭和49 42 1 127 鉄骨造



頁 改定後 改定前 改定理由
＜公共建築物の対象施設一覧表（2/2）＞ ＜公共建築物の対象施設一覧表（2/2）＞

（略） （略）

8 　 時点修正

施設
分類

用途 施設名称 現在地 小学校区 建築年度
経過
年数

棟数
延床面積
(㎡)

構造

保健・福祉施設

高齢福祉施設

48 南部老人憩の家 大地町郷前３２番地 岩倉南 昭和51 45 1 389 鉄筋コンクリート造

49 ふれあいセンター 西市町無量寺２番地１ 岩倉北 平成4 29 1 1,593 鉄筋コンクリート造

50 多世代交流センターさくらの家 八剱町下池田８０６番地１ 五条川 平成22 11 1 1,061 鉄筋コンクリート造

保健施設

51 保健センター 旭町一丁目２０番地 岩倉南 昭和61 35 1 1,274 鉄筋コンクリート造

医療施設

医療施設

52 休日急病診療所 旭町一丁目２０番地 岩倉南 昭和49 47 1 248 鉄筋コンクリート造

行政系施設

庁舎等

53 市役所 栄町一丁目６６番地 岩倉北 平成13 20 1 10,360 鉄骨鉄筋コンクリート造

54 公用車駐車場 栄町一丁目８５番地 岩倉北 平成8 25 1 95 鉄骨造

消防施設

55 消防署 川井町北穴田１１９番地 岩倉南 平成8 25 2 1,963 鉄筋コンクリート造

56 第1分団車庫 神野町平久田３９番地 五条川 平成4 29 1 43 鉄骨造

57 第2分団車庫 鈴井町立切６４番地１ 岩倉北 平成26 7 1 76 鉄骨造

58 第3分団車庫 中本町古市場４７番地２ 岩倉北 平成15 18 1 67 鉄骨造

59 第4分団車庫 稲荷町稲荷７６番地３ 曽野 平成17 16 1 55 鉄骨造

60 防災コミュニティセンター 大山寺元町８番地７ 曽野 平成17 16 1 447 鉄筋コンクリート造

その他行政系施設

61 清掃事務所 石仏町稲葉１番地 五条川 昭和50 46 1 518 鉄骨造

公営住宅

公営住宅

62 市営大山寺住宅 大山寺町前畑２番地 曽野 昭和48 48 3 2,519 プレキャストコンクリート造

公園・広場等(建築物）

公園・広場等（建築物）

63 自然生態園（ワークハウス） 北島町最中１番地 岩倉南 平成7 26 1 70 木造

64 中央公園（便所） 中央町二丁目２０番地 岩倉南 平成25 8 1 36 鉄筋コンクリート造

65 尾北自然歩道八剱憩いの広場（便所） 八剱町樋口１番地１ 五条川 平成12 21 1 78 鉄筋コンクリート造

66 夢さくら公園（休憩所） 八剱町１８５番地１ 五条川 平成11 22 1 169 鉄骨造

その他

その他

67 放置自転車保管場所 旭町二丁目５３番地１ 岩倉南 平成7 26 1 82 鉄骨造

68 自転車駐車場 本町神明西２０番地 岩倉北 平成21 12 1 617 鉄骨造

69 大市場排水機場 大市場町郷東３８番地２ 曽野 昭和57 39 1 166 鉄筋コンクリート造

70 大山寺排水機場 大山寺町高畑３０番地２ 曽野 昭和60 36 1 54 鉄筋コンクリート造

71 野寄排水機場 川井町江崎３８３９番地４ 岩倉南 平成1 32 1 100 鉄筋コンクリート造

72 北島排水機場 北島町権現山１０番地 岩倉南 平成4 29 1 63 鉄筋コンクリート造

上水道施設（建築物）

上水道施設（建築物）

73 配水場 井上町流８０番地 五条川 昭和49 47 2 621 鉄筋コンクリート造

74 第1水源 旭町一丁目４２番地 岩倉南 昭和47 49 1 34 コンクリートブロック造

75 第2水源 井上町流８０番地 五条川 昭和48 48 1 36 鉄筋コンクリート造

76 第3水源 東町東出口５４番地 岩倉北 昭和49 47 1 36 鉄筋コンクリート造

77 岩倉団地配水場 東新町釜之口４番地１ 岩倉東 昭和47 49 1 535 鉄筋コンクリート造

合計 124 102,289

施設
分類

用途 施設名称 現在地 小学校区 建築年度
経過
年数

棟数
延床面積
(㎡)

構造

保健・福祉施設

高齢福祉施設

47 南部老人憩の家 大地町郷前３２番地 岩倉南 昭和51 40 1 389 鉄筋コンクリート造

48 ふれあいセンター 西市町無量寺２番地１ 岩倉北 平成4 24 1 1,593 鉄筋コンクリート造

49 多世代交流センターさくらの家 八剱町下池田８０６番地１ 五条川 平成22 6 1 1,061 鉄筋コンクリート造

保健施設

50 岩倉市保健センター 旭町一丁目２０番地 岩倉南 昭和61 30 1 1,274 鉄筋コンクリート造

医療施設

医療施設

51 岩倉市休日急病診療所 旭町一丁目２０番地 岩倉南 昭和49 42 1 248 鉄筋コンクリート造

行政系施設

庁舎等

52 市役所 栄町一丁目６６番地 岩倉北 平成13 15 1 10,360 鉄骨鉄筋コンクリート造

53 公用車駐車場 栄町一丁目８５番地 岩倉北 平成8 20 1 95 鉄骨造

消防施設

54 消防署 川井町北穴田１１９番地 岩倉南 平成8 20 2 1,963 鉄筋コンクリート造

55 第1分団車庫 神野町平久田３９番地 五条川 平成4 24 1 43 鉄骨造

56 第2分団車庫 鈴井町立切６４番地１ 岩倉北 平成26 2 1 76 鉄骨造

57 第3分団車庫 中本町古市場４７番地２ 岩倉北 平成15 13 1 67 鉄骨造

58 第4分団車庫 稲荷町稲荷７６番地３ 曽野 平成17 11 1 55 鉄骨造

59 防災コミュニティセンター 大山寺元町８番地７ 曽野 平成17 11 1 447 鉄筋コンクリート造

その他行政系施設

60 清掃事務所 石仏町稲葉１番地 五条川 昭和50 41 1 518 鉄骨造

公営住宅

公営住宅

61 市営大山寺住宅 大山寺町前畑２番地 曽野 昭和48 43 3 2,519 プレキャストコンクリート造

公園・広場等(建築物）

公園・広場等（建築物）

62 岩倉市自然生態園 北島町最中１番地 岩倉南 平成7 21 1 70 木造

63 中央公園 中央町二丁目２０番地 岩倉南 平成25 3 1 36 鉄筋コンクリート造

64 尾北自然歩道八剱憩いの広場 八剱町樋口１番地１ 五条川 平成12 16 1 78 鉄筋コンクリート造

その他

その他

65 岩倉市放置自転車保管場所 旭町二丁目５３番地１ 岩倉南 平成7 21 1 82 鉄骨造

66 自転車駐車場 本町神明西２０番地 岩倉北 平成21 7 1 617 鉄骨造

67 大市場排水機場 大市場町郷東３８番地２ 曽野 昭和57 34 1 166 鉄筋コンクリート造

68 大山寺排水機場 大山寺町高畑３０番地２ 曽野 昭和60 31 1 54 鉄筋コンクリート造

69 野寄排水機場 川井町江崎３８３９番地４ 岩倉南 平成1 27 1 100 鉄筋コンクリート造

70 北島排水機場 北島町権現山１０番地 岩倉南 平成4 24 1 63 鉄筋コンクリート造

71 駅西公衆便所 本町一丁田３９番地１ 岩倉北 昭和54 37 1 42 コンクリートブロック造

上水道施設（建築物）

上水道施設（建築物）

72 岩倉市配水場 井上町流８０番地 五条川 昭和49 42 2 621 鉄筋コンクリート造

73 第1水源 旭町一丁目４２番地 岩倉南 昭和47 44 1 34 コンクリートブロック造

74 第2水源 井上町流８０番地 五条川 昭和48 43 1 36 鉄筋コンクリート造

75 第3水源 東町東出口５４番地 岩倉北 昭和49 42 1 36 鉄筋コンクリート造

76 岩倉団地配水場 東新町釜之口４番地１ 岩倉東 昭和47 44 1 535 鉄筋コンクリート造

合計 123 101,273



頁 改定後 改定前 改定理由
（2）公共建築物の配置状況 （2）公共建築物の配置状況
図.公共建築物の配置状況図 図.公共建築物の配置状況図

9 　 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
(3)用途別の延床面積の割合 (3)用途別の延床面積の割合

11

本市が保有する公共建築物の延床面積の割合について、用途別
に着目すると、学校が47.0％と最も多くの割合を占めています。次
いで、庁舎等、スポーツ施設の順に、延床面積の割合が高くなって
います。

本市が保有する公共建築物の延床面積の割合について、用途別
に着目すると、学校が46.3％と最も多くの割合を占めています。次
いで、庁舎等、スポーツ施設の順に、延床面積の割合が高くなって
います。

　時点修正

図.用途別の延べ床面積の割合 図.用途別の延べ床面積の割合

11 　時点修正

（4）施設保有量の推移 （新）

12

平成28年度（2018年度）から令和4年度（2022年度）（見込）まで
の各年度4月1日時点での施設保有量の推移です。平成28年度か
ら令和4年度の間では施設保有量が増加しました。これは主に、平
成28年度に新学校給食センター、平成29年度に五条川小学校放
課後児童クラブ施設、令和3年度に岩倉北小学校屋内運動場等複
合施設を建設したためです。

※本計画は、総合的かつ計画的な管理に関する基本方針であることか
ら、計画策定時は、平成28年度に建設した学校給食センターを保有量の
対象にしていました。そのため、下記施設保有量と差異が生じています。

（新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加



頁 改定後 改定前 改定理由
表.施設保有量の推移 （新）

11 （新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加

図.施設保有量の推移 （新）

11 （新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加

（単位：㎡）        

 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4（見込）

集会施設 1,432 1,432 1,432 1,432 1,432 1,432 1,432

学習等共同利用施設 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875 1,875

文化施設 1,088 1,088 1,088 1,088 1,088 1,088 1,088

図書館 2,521 2,521 2,521 2,521 2,521 2,521 2,521

その他社会教育系施設 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

スポーツ施設 9,213 9,213 9,213 9,213 9,213 9,213 8,151

学校 46,904 46,904 46,958 46,958 46,958 46,958 48,031

その他学校教育系施設 1,324 2,387 2,387 2,387 2,387 2,387 2,387

保育園 5,621 5,621 5,621 5,621 5,621 5,621 5,621

幼児・児童施設 3,974 3,974 4,229 4,229 4,229 4,229 4,778

高齢福祉施設 3,043 3,043 3,043 3,043 3,043 3,043 3,043

保健施設 1,274 1,274 1,274 1,274 1,274 1,274 1,274

医療施設 248 248 248 248 248 248 248

庁舎等 10,455 10,455 10,455 10,455 10,455 10,455 10,455

消防施設 2,651 2,651 2,651 2,651 2,651 2,651 2,651

その他行政系施設 518 518 518 518 518 518 518

公営住宅 2,519 2,519 2,519 2,519 2,519 2,519 2,519

公園・広場等（建築物） 184 184 184 184 184 353 353

その他 1,124 1,082 1,082 1,082 1,082 1,082 1,082

上水道施設（建築物） 1,262 1,262 1,262 1,262 1,262 1,262 1,262

合計 100,230 101,251 101,560 101,560 101,560 101,729 102,289

年　　度
用　　途



頁 改定後 改定前 改定理由
(5)施設分類別の年度別整備状況 (4)施設分類別の年度別整備状況

13

本市の公共建築物は、人口が急激に増加した昭和40年代から昭
和50年代にかけて、学校教育系施設を中心として、集中的に整備
が行われてきました。現段階では施設整備のピークは過ぎておりま
すが、市の施設の大半を占める学校教育系施設をはじめとして、約
7割の施設が建設されてから30年を超えており、全体的に老朽化が
進行している状況であると言えます。

本市の公共建築物は、人口が急激に増加した昭和40年代から昭
和50年代にかけて、学校教育系施設を中心として、集中的に整備
が行われてきました。現段階では施設整備のピークは過ぎておりま
すが、市の施設の大半を占める学校教育系施設をはじめとして、約
6割の施設が建設されてから30年を超えており、全体的に老朽化が
進行している状況であると言えます。

　 時点修正

図.施設分類別の年度別整備状況 図.施設分類別の年度別整備状況

13 　 時点修正

(6)有形固定資産減価償却率の推移 （新）

14

平成28年度から令和3年度までの各年度4月1日時点での有形
固定資産（土地を除く）の減価償却の進展の割合を示す有形固定
資産減価償却率の推移です。有形固定資産減価償却率は、有形
固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいる
かを示す指標で、資産の老朽度合いを示します。数値が高いほ
ど、法定耐用年数に近い資産が多いことを示しており、資産の老
朽化が進んでいると判断することができます。本市では全体的に
上昇傾向にあり、特に公営住宅や医療施設の老朽化が進んでい
ることがわかります。なお、その他学校教育系施設が平成29年度
に0％になっているのは、給食センターを建て替えたためです。

（新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加



頁 改定後 改定前 改定理由

表.用途別有形固定資産減価償却費の推移 （新）

14 （新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加

図.用途別有形固定資産減価償却率の推移 （新）

14 （新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加



頁 改定後 改定前 改定理由
1-2インフラ資産 1-2インフラ資産
表.インフラ資産の保有量 表.インフラ資産の保有量

 ※令和4年3月31日現在    ※平成28年4月1日現在

15 　 時点修正

＜インフラ資産の保有量＞ 

大分類 中分類 単位 数量 備考 

道路 
幹線道路（1 級、2 級市道） m 40,200 366,766 ㎡  

生活道路（その他） m 208,998 1,108,131 ㎡ 

橋りょう 
橋りょう（15m 以上） 橋 23  6,516 ㎡ 

橋りょう（15m 未満） 橋 106  2,630 ㎡ 

その他道路施設 

岩倉駅東西地下連絡道 か所 1 1,515 ㎡ 

駅前広場（岩倉駅・石仏駅） か所 3 7,564 ㎡ 

道路照明灯 基 335  

道路案内標識 基 2  

アンダーパス か所 10  

農業施設 
用排水路 m 44,341  

排水機場（農業用） か所 7 383 ㎡ 

公園 

都市公園 か所 19 52,219 ㎡   

児童遊園 か所 12 9,432 ㎡   

尾北自然歩道休憩所 か所 10 14,215 ㎡   

ふれあい広場 か所 3 3,579 ㎡   

上水道 
配水場等 か所 11  

上水道管路 m 229,099  

下水道 

下水道管路 m 129,820  

マンホールポンプ か所 6  

雨水管路 m 5,481  

消防・防災施設 

防火水槽 か所 101  

防災無線施設 か所 20  

災害用資機材倉庫 か所 13  

 

 

 

※令和 4 年 3 月 31 日現在 

 

大分類 中分類 単位 数量 備考 

道路 
幹線道路（1 級、2 級市道） m 39,615 351,889 ㎡  

生活道路（その他） m 203,983 1,035,239 ㎡ 

橋りょう 
橋りょう（15m 以上） 橋 23  4,209 ㎡ 

橋りょう（15m 未満） 橋 101  2,611 ㎡ 

その他道路施設 

岩倉駅東西地下連絡道 か所 1 1,600 ㎡ 

駅前広場 か所 2 7,000 ㎡ 

道路照明灯 基 304  

道路案内標識 基 3  

アンダーパス か所 10  

農業施設 
用排水路 m 18,526  

排水機場（農業用） か所 7  

公園 

都市公園 か所 18 50,080 ㎡   

児童遊園 か所 12 8,514 ㎡   

尾北自然歩道休憩所 か所 10 14,215 ㎡   

ふれあい広場 か所 3 3,579 ㎡   

上水道 
配水場等 か所 13  

上水道管路 m 215,018  

下水道 

下水道管路 m 120,300  

マンホールポンプ か所 6  

都市下水路 m 5,405  

消防・防災施設 

防火水槽 か所 91  

防災無線施設 か所 20  

災害用資機材倉庫 か所 11  

 

 

 

※平成 28 年 4 月 1 日現在 



頁 改定後 改定前 改定理由
（2）インフラ資産の配置状況 （2）インフラ資産の配置状況

図.インフラ資産の配置状況図 図.インフラ資産の配置状況図

17 　 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
3.財政収支の状況 3.財政収支の状況

3-1 歳入の推移・内訳 3-1 歳入の推移・内訳

20

本市の普通会計の歳入の総額は、平成19年度（2007年度）まで
は120億円台で推移していましたが、平成20年度（2008年度）から
令和元年度（2019年度）にかけては140億円から160億円程度で推
移しています。これは平成19年度（2007年度）の税制改正により市
税が増加したこと、国が景気対策として実施した臨時交付金、定額
給付金事業補助金などにより、国庫支出金が増加したためです。ま
た、平成20年度（2008年度）から平成21年度（2009年度）にかけて
は、岩倉駅東地区北街区市街地再開発事業に関連した補助金が
増加したため、歳入規模も大きくなっています。内訳をみると市税収
入は歳入総額の40％～50％ほどとなり、次いで地方交付税及び国
庫支出金の割合が高くなっています。また、歳入のうち自主財源の
占める割合は60％程度となっています。なお、令和2年度（2020年
度）の決算額が約230億円と平年と比べて多くなっているのは、特
別定額給付金給付事業を始めとした新型コロナウイルス感染症の
感染症対策事業により、国庫支出金に約56億円の歳入があった
ためです。

本市の普通会計の歳入の総額は、平成19年度までは120億円台
で推移していましたが、平成20年度から26年度にかけては140億円
から150億円程度で推移しています。これは平成19年度の税制改
正により市税が増加したこと、国が景気対策として実施した臨時交
付金、定額給付金事業補助金などにより、国庫支出金が増加した
ためです。また、平成20年度から平成21年度にかけては、岩倉駅
東地区北街区市街地再開発事業に関連した補助金が増加したた
め、歳入規模も大きくなっています。内訳をみると市税収入は歳入
総額の40％～50％ほどとなり、次いで地方交付税及び国庫支出金
の割合が高くなっています。また、歳入のうち自主財源の占める割
合は60％程度となっています。

　 時点修正

図.＜歳入の推移＞ 図.＜歳入の推移＞

20 　 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
3-2 歳出の推移・内訳 3-2 歳出の推移・内訳

21

本市の普通会計の歳出の総額は、平成19年度（2007年度）まで
は120億円前後で推移していましたが、平成20年度（2008年度）以
降増加し、令和元年度（2020年度）は約158億円となっています。ま
た、扶助費については年々増加しており、平成17年度（2005年度）
から令和2年度（2020年度）にかけての16年間で2.5倍近く増加して
います。

また、平成20年度（2008年度）から平成21年度（2009年度）にか
けては、岩倉駅東地区北街区市街地再開発事業や生涯学習セン
ター建設事業、小中学校の耐震対策事業等、平成28年度は北島
藤島線道路街路改良事業や新学校給食センター建設事業等、令
和元年度には小中学校空調設備設置工事や岩倉中学校北館給
排水・衛生設備等改修工事等により普通建設事業費が増加したた
め、歳出規模も大きくなっています。なお、令和2年度の決算額が
約216億円と平年と比べて多くなっているのは、特別定額給付金給
付事業を始めとした新型コロナウイルス感染症の感染症対策事業
により、主に補助費等で約57億円の支出があったためです。

本市の普通会計の歳出の総額は、平成19年度までは120億円前
後で推移していましたが、平成20年度以降増加し、平成26年度は
約145億円となっています。また、扶助費については年々増加して
おり、平成17年度から平成26年度にかけての10年間でほぼ倍増と
なっています。

また、平成20年度から平成21年度にかけては岩倉駅東地区北街
区市街地再開発事業や生涯学習センター建設事業、小中学校の
耐震対策事業等により普通建設事業費が増加したため、歳出規模
も大きくなっています。

図.＜歳出の推移＞ 図.＜歳出の推移＞

21 　 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
第２章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関す
る基本的な方針

第２章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関す
る基本的な方針

1.公共施設等の現状や課題に関する基本認識 1.公共施設等の現状や課題に関する基本認識
課題２　財政負担の軽減・平準化 課題２　財政負担の軽減・平準化

32

個別施設計画に基づいた、公共施設等の長寿命化を図ることに
より、更新等に係る経費の縮減や一定年度への集中を回避すると
ともに、施設保有量の縮減をはじめとした、更新等の経費の縮減に
向けた様々な取組を実行していく必要があります。また、現在設置
している基金を活用するなど、財政負担を軽減・平準化していく必
要があります。

個別施設計画の策定を推進し、公共施設等の長寿命化を図るこ
とにより、更新等に係る経費の縮減や一定年度への集中を回避す
るとともに、施設保有量の縮減をはじめとした、更新等の経費の縮
減に向けた様々な取り組みを実行していく必要があります。また、
現在設置している基金を活用するなど、財政負担を軽減・平準化し
ていく必要があります。

改定前計画策定以降の状
況変化を踏まえた記載内容
の修正

2.公共施設等の管理に関する基本的な考え方 2.公共施設等の管理に関する基本的な考え方
2-1　公共建築物の管理に関する基本方針 2-1　公共建築物の管理に関する基本方針
１　予防保全による長寿命化の推進 １　予防保全による長寿命化の推進

34

（略）
長寿命化計画を策定し、ライフサイクルコストのより詳細な試算

や対策の優先性を検討するとともに、耐用年数までの長期にわ
たって、適切な維持管理水準の確保を目指します。既に長寿命化
計画が策定されている公共施設等については、既存計画の推進を
基本としながら、本計画における方針を踏まえて、必要に応じて適
切に見直します。

（略）
長寿命化計画を策定し、ライフサイクルコストのより詳細な試算

や対策の優先性を検討するとともに、耐用年数までの長期にわ
たって、適切な維持管理水準の確保を目指します。

２　施設総量・施設配置の最適化 ２　施設総量・施設配置の最適化

34

（略）
施設総量や施設配置の最適化を図るため策定した「岩倉市公共

施設再配置計画（平成31年（2019年）3月策定）」に基づき、公共施
設の統廃合、複合化等の再配置を推進するとともに、適宜、利用
状況、コスト状況、施設配置及び市民要望等を踏まえた用途分類
ごとの施設評価を実施し、再配置計画の見直しを行います。

（略）
施設総量や施設配置の最適化に向けて、公共施設の再配置計

画を策定し、利用状況、コスト状況、施設配置及び市民要望等を踏
まえた用途分類ごとの施設評価を実施します。

2-3 公共建築物・インフラ資産の共通基本方針 （新）

36

施設の改修や更新等をする際には、「ユニバーサルデザイン
2020行動計画（平成29年2月20日ユニバーサルデザイン2020関係
閣僚会議決定）」及び「岩倉市ユニバーサルデザイン振興指針（平
成16年（2004年）4月策定）」におけるユニバーサルデザインのまち
づくりの考え方を踏まえ、すべての人が安全で安心して利用できる
ユニバーサルデザインの導入を推進します。

（新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加

改定前計画策定以降の状
況変化を踏まえた記載内容
の修正

改定前計画策定以降の状
況変化を踏まえた記載内容
の修正



頁 改定後 改定前 改定理由
第3章　施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 第3章　施設類型ごとの管理に関する基本的な方針
１.公共建築物全体 1.公共建築物全体

44

公共建築物全体の管理に関する基本的な方針は、以下の7分野ご
とに、実施方針としてとりまとめます。

公共建築物全体の管理に関する基本的な方針は、以下の6分野ご
とに、実施方針としてとりまとめます。

総務省作成の策定指針に
基づき項目を追加

④耐震化の実施方針 ④耐震化の実施方針

46

・「岩倉市耐震改修促進計画(改訂版)（平成26年（2014年）3月策
定）」に基づき、公共建築物の耐震化を平成29年度までに完了して
います。今後は、新たな「岩倉市耐震改修促進計画（令和3年
（2021年）3月策定）」に基づき、照明や天井等の非構造部材につい
ても、災害時の安全性を確保するため耐震化を検討していきます。

・「岩倉市耐震改修促進計画(改訂版)（平成26年3月策定）」に基づ
き、公共建築物の耐震化を平成29年度までに完了しています。今
後は、照明や天井等の非構造部材についても、災害時の安全性を
確保するため耐震化を検討していきます。 　 新たに策定した計画を反映

⑤ユニバーサルデザイン化の実施方針 （新）

46

・施設の改修や更新等をする際には、「ユニバーサルデザイン
2020行動計画（平成29年2月20日ユニバーサルデザイン2020関係
閣僚会議決定）」及び「岩倉市ユニバーサルデザイン振興指針（平
成16年（2004年）4月策定）」におけるユニバーサルデザインのまち
づくりの考え方を踏まえ、すべての人が安全で安心して利用できる
ユニバーサルデザインの導入を推進します。

（新）
総務省作成の策定指針に

基づき項目を追加

2.道 路（舗装） 2.道 路（舗装）
①施設の現状 ①施設の現状

48

・道路（舗装）の総延長は、249,198m（幹線道路：40,200m、生活道
路：208,998m）です。
・道路（舗装）の総面積は、1,474,897㎡（幹線道路：368,571㎡、生
活道路：1,106,326㎡）です。

・道路（舗装）の総延長は、243,598m（幹線道路：39,615m、生活道
路：203,983m）です。
・道路（舗装）の総面積は、1,387,128㎡（幹線道路：351,889㎡、生
活道路：1,035,239㎡）です。

　 時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

48

・幹線道路については、令和2年度に路面性状調査を実施し、その
調査結果を基に「幹線道路舗装修繕計画」を策定するとともに、現
在は、その計画に基づき舗装修繕を実施しています。
（略）

・幹線道路については、平成25年度に路面性状基礎調査を実施
し、その調査結果を基に「幹線道路舗装修繕計画」を策定するとと
もに、現在は、その計画に基づき舗装修繕を実施しています。
（略）

 　時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
3.橋りょう 3.橋りょう
①施設の現状 ①施設の現状

49

・橋りょうの総数は、129橋（橋長15m以上：23橋、橋長15m未満：
106橋）です。
・橋りょうの総面積は、9,146㎡（橋長15m以上：6,516㎡、橋長15m
未満：2,630㎡）です。

・橋りょうの総数は、124橋（橋長15m以上：23橋、橋長15m未満：
101橋）です。
・橋りょうの総面積は、6,820㎡（橋長15m以上：4,209㎡、橋長15m
未満：2,611㎡）です。

　 時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

�・令和3年度に策定した「岩倉市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき
修繕を実施しています。また、国土交通省より示されている「橋梁定
期点検要領」及び「道路橋定期点検要領」に基づき、平成26年度か
ら市内の全橋りょうの点検を順次実施しています。

・平成25年度に策定した「岩倉市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき
修繕を実施しています。また、国土交通省より示されている「橋梁定
期点検要領」及び「道路橋定期点検要領」に基づき、平成26年度か
ら市内の全橋りょうの点検を順次実施しています。

　 時点修正

4.その他道路施設 4.その他道路施設
（１）岩倉駅東西地下連絡道及び駅前広場 （１）岩倉駅東西地下連絡道及び駅前広場
①施設の現状 ①施設の現状

50
・岩倉駅東西地下連絡道は、1か所（施設面積1,515㎡）です。
・駅前広場は、岩倉駅東西の2か所（施設面積6,940㎡）、石仏駅東
の1か所（施設面積624㎡）です。

・岩倉駅東西地下連絡道は、1か所（施設面積1,600㎡）です。
・駅前広場は、東西の2か所（施設面積7,000㎡）です。 　 時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

50

・岩倉駅東西地下連絡道は、平成26年度に国土交通省から通達が
あった「道路ストック総点検実施要領」に基づき、点検を実施しまし
た。それ以降は、定期パトロールを週に一度実施しています。
（略）

・岩倉駅東西地下連絡道は、平成26年度に国土交通省からの通達
の「道路ストック総点検実施要領」に基づき点検を実施し、それ以降
は週に一度の施設管理者による定期パトロールを実施しています。
（略）

　 内容の見直し

③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

50

・岩倉駅東西地下連絡道について、道路ストック総点検の結果は、
修繕が必要な箇所が見受けられませんでしたが、施設利用の安全
性の観点から、施設の異常等を早期に発見するために、引き続き
定期パトロールを実施し、適切な維持管理を実施します。
（略）

・岩倉駅東西地下連絡道について、道路ストック総点検の結果は、
修繕が必要な箇所が見受けられませんでしたが、今後も引き続き、
定期パトロールにより施設の異常等を早期に発見し、施設利用の
安全性の観点から、適切な対応を行っていきます。
（略）

　 内容の見直し

（２）道路附属物及びアンダーパス （２）道路附属物及びアンダーパス
①施設の現状 ①施設の現状

50
・道路附属物の総数は、道路照明灯が335基、道路案内標識が2基
です。
（略）

・道路附属物の総数は、道路照明灯が304基、道路案内標識が3基
です。
（略）

　 時点修正



頁 改定後 改定前 改定理由
5.農業施設 5.農業施設
（１）用排水路 （１）用排水路
①施設の現状 ①施設の現状

51 ・幹線用排水路の総延長は、44,341mです。 ・用排水路の総延長は、18,526mです。  　時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

51

（略）
・用排水路現況調査図等の資料を台帳として水路管理をしていま
すが、施工当時の図面等資料の多くが散逸しており、構造等の把
握が困難となっています。

（略）
・用排水路現況調査図等の資料を台帳として水路管理をしていま
すが、特に埋設管の図面等資料の多くが散逸しており、全体の把
握が困難となっています。掘削に関する相談や用水の水量調整等
の判断に苦慮している状態です。

　 内容の見直し

③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

51

（略）
・その他の用排水路は、通常のパトロールや利用者からの通報等
に基づき、施設の損傷等を早期に発見するとともに、現地調査によ
り損傷程度を確認したうえで、順次修繕・更新等を実施します。
・今後、新設や改良を行う用排水路については、必要に応じて耐震
化を検討します。
（削除）

（略）
・その他の用排水路は、通常のパトロールや利用者からの通報等
に基づき、施設の損傷等を早期に発見するとともに、現地調査によ
り損傷程度を確認した上で、順次修繕・更新等を実施していきま
す。
・今後、新設や改良を行う用水路については、必要に応じて耐震化
を検討します。
・用排水路の情報の管理については、占用などの掘削工事の際に
現況の位置確認をするなどで情報を整備していきます。

 　内容の見直し

（２）排水機場（農業用） （２）排水機場（農業用）
③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

51

（略）
・今後、老朽化した排水機場の増大に対応していくために、既存の
排水機場の故障など必要最低限の修繕については直ちに実施
し、重要性の高い排水機場から、施設の統合等の検討を含め順次
更新を進めます。

（略）
・一般的には整備後40年を目途に更新する必要があり、今後10年
の間に更新時期を迎える施設が増加するため、施設の統合等の
検討を含め、平成29年度から更新事業を実施する予定です。

　 内容の見直し

6.公 園 6.公 園
（１）都市公園 （１）都市公園
①施設の現状 ①施設の現状

52 ・都市公園の総数は、19か所（施設面積52,219㎡）です。 ・都市公園の総数は、18か所（施設面積50,080㎡）です。  　時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

52

・平成23年度に策定した「岩倉市公園施設長寿命化計画」に基づ
き、平成24年度から令和15年度にかけて、計画的な公園施設の更
新や修繕による延命化対策を行っていますが、国の交付金の対象
規模が変更になり、交付金の対象ではなくなったため、計画に沿っ
た更新が困難になってきています。

・平成23年度に策定した「岩倉市公園施設長寿命化計画」に基づ
き、平成24年度から平成33年度にかけて、計画的な公園施設の更
新や修繕による延命化対策を行っていますが、交付金対象の事業
規模でなくなったため、事業の優先度が低くなり、計画に沿った更
新が困難になってきています。

　 内容の見直し



頁 改定後 改定前 改定理由
（２）児童遊園及びふれあい広場 （２）児童遊園及びふれあい広場
①施設の現状 ①施設の現状

52 ・児童遊園の総数は、12か所（施設面積9,432㎡）です。 ・児童遊園の総数は、12か所（施設面積8,514㎡）です。  　時点修正

③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

52
～
53

・�国土交通省から示される「都市公園における遊具の安全確保に
関する指針」と、一般社団法人日本公園施設業協会から示される
「遊具の安全に関する基準」に基づき、毎年、定期点検1回と日常
点検3回を実施します。また、定期的な巡回により、危険箇所等の
早期発見に努めます。
（略）
・長寿命化の観点から、予防的な修繕を実施することが効果的であ
ると判断した場合は、塗装等を適宜実施し、錆や腐食等を予防しま
す。
（略）

・国土交通省により示される「都市公園における遊具の安全確保に
関する指針」と、一般社団法人日本公園施設業協会より示される
「遊具の安全に関する基準」に基づき、毎年、定期点検1回と日常
点検3回を実施します。また、職員による定期的な巡回により、危険
箇所等の有無を点検します。
（略）
・遊具・設備の損傷等が確認された場合や長寿命化の観点から予
防的な修繕を実施することが効果的であると判断した場合は、塗装
を適宜実施し錆や腐食を予防します。
（略）

　 内容の見直し

（３）尾北自然歩道休憩所 （３）尾北自然歩道休憩所
②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

53
・草刈り、低木の剪定及び便所の清掃等の維持管理に加え、経年
劣化した建物や設備などの修繕を計画的に実施しています。

・草刈り、低木の剪定及び便所の清掃等の維持管理に加え、建物
の塗装塗替えなどの修繕を計画的に実施しています。  　内容の見直し

③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

53

・今後も、定期パトロール等により点検・診断等を実施しながら、適
正な管理を行います。
・点検・診断結果に基づき、適切な修繕や改修を計画的に行いま
す。

・今後も引き続き、定期パトロール等により点検・診断等を実施しな
がら、適正な管理に努めていきます。
・点検・診断結果で明らかになった損傷等については、損傷程度に
基づく適切な修繕や改修を計画的に行っていきます。

　 内容の見直し

7.上水道 7.上水道
①施設の現状 ①施設の現状

54 ・配水場等の総数は、11か所です ・配水場等の総数は、13か所です。  　時点修正

②管理に関する現状と課題 ②管理に関する現状と課題

54

・人口の減少や節水機器の普及により、水需要は伸びないことが
予測され、拡張の時代から維持更新の時代となってきています。
・発生が懸念される大規模な地震災害での断水被害を最小限に抑
えるため、配水場や水源施設の耐用年数を迎えた電気・機械設備
の更新により、災害に強い水道施設の構築が必要となってきていま
す。なお、本市が管理する配水場や水源の建物については、全て
耐震化が完了しています。

・節水意識の向上や節水機器の性能向上や普及により、水需要は
伸びないことが予測され、拡張の時代から維持更新の時代となって
きています。
・発生が懸念される大規模な地震災害での断水被害を最小限に抑
えるため、配水場や水源施設の耐用年数を迎えた機械設備の更新
により、災害に強い水道施設の構築が必要となってきています。な
お、本市が管理する配水場や水源の建物については、全て耐震化
が完了しています。

　 内容の見直し



頁 改定後 改定前 改定理由
③管理に関する基本的な方針 ③管理に関する基本的な方針

55

・電気・機械設備の経過年数を考慮し、定期的な点検と的確な現状
把握のもと、計画的かつ効率的な更新を実施します。
・点検・診断等については、配水施設運転管理業務や電気設備保
守点検業務を実施することで不具合箇所を早期に発見し、施設や
電気・機械設備の予防保全に努めます。

（削除）

・各水源のポンプについては、付属部品を定期的に交換することで
機能を維持し、ポンプ本体の計画的な更新を実施します。また、複
数台のポンプを設置している水源については、交互運転の実施な
どにより長寿命化を図ります。

・平成32年度までは配水場や水源施設の更新計画を作成してお
り、平成33年度以降は機械設備の経過年数を考慮し、定期的な点
検と的確な現状把握のもと、計画的かつ効率的な更新を実施して
いきます。
・点検・診断等については、配水場機器保守点検と電気保安業務
委託により、不具合などを早期に発見し、適切な対応を図ります。
・機械設備等で耐震化できる部分は少ないですが、実施できる機
械設備については、更新時に耐震化を進めます。
・各水源のポンプについては、施設規模の関係もあり増設等はでき
ませんが、今後も引き続き、配水場のポンプを6台で稼動しロー
テーションを実施するなど、耐用年数以上使用できる運転方法を
実施していきます。

 　内容の見直し


